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■１ 概要 

『ＴＫ-１６６０・７５９０設定シフト』は、弊社製品ＴＫ-１６６０およびＴＫ-７５９０用の専用設定ソフトです。 

オプションのインターフェースユニットを装着することで、ＴＫ-１６６０およびＴＫ-７５９０ とシリアル通信を行います。 

 

本ソフトウェアでは自動的にＣＯＭポートを開き、ＴＫ-１６６０およびＴＫ-７５９０との通信を行います。（手動も可） 

※ＣＯＭポートを「ＯＰＥＮ／ＣＬＯＳＥ」のボタンを使って手動で開いたり閉じたりすることも出来ます。 

 

【図１－１】のように、ＲＳ－２３２Ｃインターフェースを介してパソコンのＲＳ－２３２Ｃコネクタと、ストレートケーブルで接続します。 

設定時、ディップスイッチＳ１は、№３：ＯＮ  №４：ＯＮ にします。設定終了後は、№４：ＯＦＦにします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【図１－２】基本設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１－１】ＰＣとのシリアル通信 

DC12V 

－  ＋ 10Ｐ ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ 

RS-232C ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾕﾆｯﾄ 

(ｵﾌﾟｼｮﾝ RS-232C9PA) 

D-sub9Pコネクタ同士を 

ｽﾄﾚｰﾄ接続してｼﾘｱﾙ通信 

Ｓ１ 

ＣＮ５ 

ＣＮ３ 

ＣＮ６ 

ＣＮ８ 

設定時№４：ＯＮ   運用時№４：ＯＦＦ 

Ｓ１の切換え 

オリジナル設定の保存を 
行ったとき 

ファイル名を表示します 

設定内容の概要を表示します 

設定内容をＡＴコマンド表示します 

通信ログを表示します 

送られた設定はここに 

プールされる 

任意のＡＴコマンドを入力する場合はここで入力 

接続機器の形式とバージョンを表示します 

メーカーより設定ソフトの更新があった時、アナウンスされます 

 本ソフトの使い方 
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［ 音声データ書込み・消去・ダウンロード］（ＡＶで使用できます） 

音声№０のメッセージは、本装置が自動着信を行うと最初に起動するメモリーです。録音していなければ、通常着信します。 

音声№１～９９は通常使用の登録メモリー番号です。 

 

【図１－３】音声データの書込・消去・ダウンロード画面 
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■２ 設定の流れ 

具体的な動作例をあげ、『ＴＫ-１６６０・７５９０設定シフト』による設定の流れを示して行きます。 

設定モードへの切換えはディプスイッチＳ１の№４で行います。 

［設定時：ＯＮ］、［運用時：ＯＦＦ］ですが、以降の設定例では記載を省略して進めますのでご留意ください。 

 

 

 

 これよりの各種設定は「出荷時設定」を基にしています。出荷時設定に戻すには「ＡＴ＆Ｆ」コマンドを用います。 

 また、設定入力後は「ＡＴ＆Ｗ」コマンドで設定の保存を行わない限り、電源を切ると設定は失われてしまいます。 

 本ソフトでは下図の ④’「本体に送って保存」が、各種設定入力後に「ＡＴ＆Ｗ」を付加した転送ボタンです。 

 
 ●「３回のコールで自動着信を行う」設定の例（次ページの例１） 

手順 ①「メーカー提供 設定例リスト」ボックスより「呼出信号の検知回数設定」を選択 

手順 ②「設定例の内容」ボックスより「送る設定に追加」を選択 

手順 ③「コマンド・任意設定値の入力」設定ダイアログボックスの入力フォームに「３」を入力 

手順 ④「本体に送る設定」ボックスより「本体に送る」を選択 

※他に設定項目が無く確定する場合は④’「本体に送って保存」を選択する。電源を外しても設定は保存されます。 

手順 ⑤ 送信確認のダイアログボックスが出るので「はい」を選択 

手順 ⑥ 結果報告のダイアログボックスがでるので「ＯＫ」を押す  以上 

◎以降の各設定例では、基本的に「手順①」及び「手順③」のみの記載で進めます。 

 【図２－１】設定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④’ 

 

 

① 

⑤ 設定した内容の転送確認 

② ④ 

 

 

⑥ データ転送後、「ＯＫ」で完了 

⑦任意のＡＴコマンドを手動入力する場合はここを使用します 

入力後、「本体に送信」を押す 

 

③ 設定回数の「３」を入力し 

「ＯＫ」を押す 

設定時             運用時 

№４：ＯＮ          №４：ＯＦＦ 
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■３ 自動着信 と 識別自動着信 の設定 

 ＡＶの場合は自動着信直後、「音声メッセージ№0」を再生します。録音していなければ通常動作します。 

 

例１）３回のコールで自動着信を行うには 

手順 ① 応答設定 → ①呼出信号の検知回数 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに3を入力 

 

 

 

例２）３回のコールで識別自動着信を行うには    （ナンバーディスプレイの回線に接続します） 

（登録電話番号を 0827-24-0081と 0827-24-1444 にした場合） 

準備 本装置を、発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）の回線に接続 

手順 ① 応答設定 → ②識別自動着信 

手順 ③ 「相手先１の電話番号」入力フォームに0827240081 を入力（市外局番を省略することは出来ません） 

 〃 「相手先２の電話番号」入力フォームに0827241444 を入力（市外局番を省略することは出来ません） 

手順 ① 応答設定 → ①呼出信号の検知回数 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに3を入力 

 

 

 

 

例３）自動着信後、コンデンサマイク式のヘッドセットを使って外線電話機と音声通話を行うには 

 音声入力切替用のジャンパーピン（ＪＰ１）を１－２間短絡 

手順 ① 応答設定 → ①呼出信号の検知回数 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【図３－１】自動着信の基本接続 

例２）「識別自動着信」の場合は、 

ナンバーディスプレイ回線で 外線電話機 

例３）「音声通話」の場合 

音声入力切替 

フックモニターＬＥＤ → 

ＣＮ６ 

ＪＰ１ 
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■４ プッシュボタン操作でＯＮ／ＯＦＦを行う設定 

 自動応答中に、プッシュボタン式電話機のプッシュボタン操作で、ＯＮ／ＯＦＦを行います。 

 

 

 

●ＣＮ５にリレーボード（ＴＫ－９６１０ＢＴ）を接続して行う場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例１）自動着信後、外線電話機の [１] ～ [８]をプッシュすると№１～８のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ①ＯＮ／ＯＦＦを行う-1(CN5) 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を選択する 

 

 

 

例２）自動着信後、外線電話機の [１][＊]～[８][＊]をプッシュすると№１～８のリレーがＯＮ、 

[１][＃]～[８][＃]をプッシュすると№１～８のリレーがＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ⑥ＯＮ／ＯＦＦを行う-5(CN5) 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を選択する 

 

 

 

例３）自動着信後、外線電話機の [１]～[８]をプッシュすると№１～８のリレーがＯＮし、３秒後にＯＦＦ 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 →  ④ＯＮ／ＯＦＦを行う-4(CN5) 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

 〃 「ＯＮ時間（×０．１秒）」入力フォームに３０を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を選択する 

 

 

 

例４）自動着信後、外線電話機の 

[２]を押すと№１のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦ  [４]を押すと№２のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦ 

[６]を押すと№３のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦ  [８]を押すと№４のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦ 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 →  ③ＯＮ／ＯＦＦを行う-3(CN5) 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を選択する 

 

【図４－１】ＣＮ５をＴＫ－９６１０ＢＴ制御専用コネクターに設定し各種リレー操作を行う 

外線電話機 

ＣＮ５ 

接続ケーブルはＴＫ－９６１０ＢＴに付属 

№５       №４ 

№６       №３ 

№７       №２ 

№８       №１ 

ＣＮ５ 

設定保存後、電源を入れ直す 

ＤＣ１２Ｖ 
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例５）自動着信後、外線電話機の 

特定のＤＴＭＦ信号を受信するとＯＮになり保持し、それ以外のＤＴＭＦ信号を受信するとＯＦＦ 

（ここでは特定のＤＴＭＦ信号を[＊]とする） 

手順 ① ⑨ＯＮ／ＯＦＦを行う-7(CN5) 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を選択する 

 

 

 

 

例６）自動着信後、外線電話機の [１][＊]～[８][＊]をプッシュすると№１～８のリレーが３秒後にＯＮ、 

[１][＃]～[８][＃]をプッシュすると№１～８のリレーが５秒後にＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 →  ⑧ＯＮ／ＯＦＦを行う-6(CN5) 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

 〃 「ＯＮになるまでの時間（×０．１秒）」入力フォームに３０を入力 

 〃 「ＯＦＦになるまでの時間（×０．１秒）」入力フォームに５０を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を選択する 

 

 

 

 

 

例７）自動着信後、外線電話機のＴＫ－９６１０ＢＴのＯ１～Ｏ４接点を、プッシュボタンに対応するバイナリコード 

（表４－１参照）でＯＮ／ＯＦＦし、Ｏ５接点を、何れかのボタンをプッシュしている間、ＯＮする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 →  ⑩ＯＮ／ＯＦＦを行う-8(CN5) 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を選択する 

 

 表４－１ プッシュボタンとＯ１～Ｏ４の関係 

プッシュボタン Ｏ１ Ｏ２ Ｏ３ Ｏ４ プッシュボタン Ｏ１ Ｏ２ Ｏ３ Ｏ４ 

Ｄ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ８ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ９ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ０ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

３ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＊ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＃ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

５ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ Ａ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

６ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ Ｂ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

７ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ Ｃ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 
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●ＣＮ８に一般リレーを接続して行う場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例８）自動着信後、外線電話機のプシュボタン操作で４個のリレーのＯＮ／ＯＦＦを行う 

［１］～［４］をプッシュするとＯＮし、放すとＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 →  ⑫ＯＮ／ＯＦＦを行う-10(CN8) 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

 

 

例９）自動着信後、外線電話機のプシュボタン操作で４個のリレーのＯＮ／ＯＦＦを行う 

［１］［＊］～［４］［＊］をプッシュするとＯＮし、［１］［＃］～［４］［＃］をプシュするとＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ⑪ＯＮ／ＯＦＦを行う-9(CN8) 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに数値を入力 

※リレーのＯＮ／ＯＦＦ状況を音声メッセージ等でアンサーバックすることが可能です。（ＡＶのみ） 

遠隔操作設定 → 音声再生 → 音声再生を行う1～2 をご参照ください。 

 

 

■５ 各種動作状態の接点出力 

本装置の動作状態の変化が、【図４－２】のＣＮ８の№４～７に接続したリレーから、ＯＮ／ＯＦＦの接点出力として得られます。 

  手順 ① 状態監視設定 → 動作状態の変化でリレーを駆動 （出荷時の設定です） 

・№４に接続したリレー（リレー１）を、回線電流を検知中ＯＮにする 

・№５に接続したリレー（リレー２）を、回線極性を検知したらＯＮにする 

・№６に接続したリレー（リレー３）を、コールプレグレストーンを検知したらＯＮにする 

・№７に接続したリレー（リレー４）を、音声を検知したらＯＮにする 

上記「本体の動作状態の変化でリレーのＯＮ／ＯＦＦを行う設定-1」のコマンドで、「ＡＴ！Ｄ」の行を編集することにより様々な 

動作設定が可能です。 

各種の動作項目に付いては「リファレンスマニュアル １５動作状態確認」を参照して頂きますが、以下、変更の具体例をあげて 

設定方法を示します。ここでは手順 ⑦ で行い、【図２－１】のコマンド入力フォームを使用します。 

 

例１）電話の着信を回転灯などで通知する場合等 

№７に接続したリレー（リレー番号４）を呼出音検知でＯＮ／ＯＦＦを行う 

手順 ⑦ AT!D3=28 を入力します 

 

例２）ランプを点灯させるなどして席を外していても着信があったことを知らせる 

№７に接続したリレー（リレー番号４）を着信メモリーとして使う 

手順 ⑦ AT!D3=40 を入力します 

※着信時にＯＮ、ＣＮ２の№２と№３を短絡するとＯＦＦします。 

【図４－２】ＣＮ８の№４～７をリレー駆動端子として使用 

外線電話機 

ＣＮ８ 

リレー電源（最大ＤＣ２４Ｖ） 

ﾘﾚｰ 4・ﾘﾚｰ 3・ﾘﾚｰ 2・ﾘﾚｰ 1 

 

ﾘﾚｰ 1 

 

ﾘﾚｰ 1 

ﾘﾚｰ 1 

 

＋ 
 

－ 
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■６ グル―プ通報を行う設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御入力の変化を感知してグループ通報を行う場合 

例）ＣＮ８の№２がＯＦＦからＯＮに変化したら、５秒後に、電話番号「0827-24-0081」と「0827-24-1444」に通報

する。通報手順は「暗証番号確認」とし暗証番号を５６７８にする。 

その後、音声メモリー№１に録音したメッセージを再生する。（ＡＶのみ） 

手順 ① 通報設定 → 制御入力変化による自動通報 

手順 ③ 「通報先１の電話番号」の入力フォームに0827240081を入力 

〃 「通報先２の電話番号」の入力フォームに0827241444を入力 

 「通報手順」の入力フォームに1を入力 

〃 「暗証番号」の入力フォームに5678を入力 

〃 「制御入力変化応答時間」の入力フォームに500を入力 

 

 

 

 

② 停電を感知してグループ通報を行う場合 （ＣＮ８に対してバックアップ電源の準備が必要です） 

例）停電を感知したら、３０秒後に、電話番号「0827-24-0081」と「0827-24-1444」に通報する。 

通報手順は「グループ全員応答」とする。音声メモリー№１に録音したメッセージを再生する。（ＡＶのみ） 

手順 ① 通報設定 → 停電発生感知による自動通報 

手順 ③ 「通報先１の電話番号」の入力フォームに0827240081を入力 

〃 「通報先２の電話番号」の入力フォームに0827241444を入力 

〃 「通報手順」の入力フォームに2を入力 

〃 「制御入力変化応答時間」の入力フォームに3000を入力 

 

 

 

②の動作を行うには 

ＣＮ６の№１、№２間に 

バックアップ電源が必要 

① 制御入力の反応を検知でＣＮ８の№２、№３が短絡 

 

② 停電発生でＣＮ２への給電ＳＴＯＰ 
ＣＮ２ 

外線電話機 

【図６－１】２種類のイベントによるグループ通報 

ＣＮ８ 

ＣＮ６ 
グループ通報 
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［メモ］
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■７ 疑似交換機のご案内 

本製品は、電話網のシミュレーションを行うための疑似交換機で、日本の発信電話番号受信機能(ナンバーディスプレー)  

に対応しています。 

以下の機能を備え、本装置の各種設定や通信確認に威力を発揮します。 

 

• 電話機やＦＡＸ等の電話端末設備を、加入者回線に接続することなく試験やデモンストレーションができます。 

• 代表的な日本交換機の場合、設定により、信号アッテネータが入りますので、厳しい試験ができます。 

• 設定により、内線（外線「０」発信）の４８Ｖ回線または２４Ｖ回線のシミュレーションができます。 

• 設定により、代表的な日本ＮＴＴ交換機と米国ＡＴ＆Ｔ交換機の信号を発生できます。 

• 各回線は独立設定のため、１回線は代表的な日本ＮＴＴ交換機、もう１回線は米国ＡＴ＆Ｔ交換機のような使い方ができます。 

• 本装置は、２線式電話端末設備用です。故障の原因となる場合がありますので２線式電話端末設備以外には接続しないで下さい。 

• 小型・軽量です。 

[TK-7598W]     幅60mm×高さ40mm×奥行85mm（100g） 

[TK-7598WH]  幅125mm×高さ32mm×奥行80mm（150g） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＫ－７５９８Ｗ 

ＴＫ－７５９８ＷＨ 

ＬＩＮＥ 

外線電話機 
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     松本無線パーツ株式会社岩国 

        〒740-0018 

        山口県岩国市麻里布町４－１４－２４ 

     TEL(0827)24-0081㈹ 

     FAX(0827)24-1444 
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